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第１号

第１回大島地域景観まちづくり座談会を開催しました！

●開催概要
　日時：平成 27 年 11 月 11 日（水）　13：00 ～ 14：40

　会場：大島地区コミュニティセンター さざなみ館　　参加者：16 名（島内 14 名、島外 2 名）

【暮らしや子育てについて】

・地域全体で子どもを育ててくれている感じがあり、教育環境としては

とても良い場所。

・緊急時、夜間の対応が難しいうえ医療や子育ても心配。

・島内に働く場が必要。宗像市では 3 歳からしか保育園に入れないため、

育児をしながら働くことが出来ない。

・住民も買い物をする場所がなく、本土まで買い物に行っている状況。

・新たな商売は外から来るしかない。島の住民は高齢化が進んでいて、

来訪者に笑顔であいさつするのが精いっぱい。

【地域の魅力やその活かし方について】

・昔は捕鯨が行われていた歴史もあり、風景や歴史を知るガイドが必要。

・風景や花など、島の「今」を情報発信する方法が欠けている。

・空き家を活用すれば、やる気のある人の活動が出てくるかもしれない。

・大島で大島の魚を食べられないのは、ほとんど道の駅で販売してしま

うから。島で確保していても、いつ客が来るか分からないので難しい。

・海産品の加工場や流通させる施設があれば、収入につながる。グルー

プで協力して特産品の開発を行いたい。
班ごとの意見発表の様子

第１回座談会では、約500日後に迫った「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群の世界遺産登録を見据

え、これからの島づくりを行っていく上での議論の出発点として、島での暮らしや仕事について不

安に思うこと、今後必要だと思われる取り組み等について意見交換を行いました。

１６名の参加者は、４班に分かれて、事業者、子育て世代、島の生活者、島外からの視点など、それぞ

れの立場から日頃考えていることを話し合い、最後に班ごとの話し合いの内容を発表し合った後、宗像

市景観アドバイザーの仲間先生に総括をしていただきました。

●参加者のご意見（抜粋）

今年７月、「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群が、平成29年夏の世界遺産登録に向けた国

内推薦候補に選ばれました。構成資産である宗像大社中津宮、沖津宮遙拝所がある大島は、地域の

歴史・文化を伝えていく上で非常に大事な役割を担うとともに、世界遺産登録による影響が大きい

地域であると考えられます。

宗像市では、世界遺産登録を『地域づくりの契機』と捉え、観光客の増加などによる影響から皆

さんの暮らしを守っていくため、住民のみなさんの意見を伺うための座談会を開催しています。

この「大島地域　景観まちづくり座談会だより」では、座談会の様子やこれからの予定を凝縮し

て地域の皆さんにお知らせします。



●参加者のご意見（抜粋・つづき）

■日時：平成27年12月9日（水） 13：00～15：00
■会場：大島地区コミュニティセンター さざなみ館
■内容：第１回座談会で出た課題の整理を行い、テーマを設定して
　　　  具体的な話し合いを進めていきます。
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※事前申し込みは不要です。参加希望の方は、当日直接大島地区コミュニティセンター

までお越しください。

●第１回座談会のまとめ

第３回：平成２８年１月１３日（水）13：00 ～ 15：00
第４回：平成２８年２月１０日（水）13：00 ～ 15：00
第５回（成果発表会）：平成２８年３月９日（水）13：00 ～ 15：00

【世界遺産登録や観光客の受け入れについて】

・観光客が増えたが、さまよっている人が多い。歩いてもらうための仕

組みが整っていない。

・店の場所がわからないといった来訪者の声に対応するためにも、分か

りやすい案内サインをフェリーターミナルなどに出したほうが良い。

・砲台跡や島北部の景観は素晴らしいので観光客にぜひ見てほしい。バ

スでは細い道や木が邪魔する道などあるが、魅力的なルートづくりが

できるといい。

・組織がどう動くかが大きな課題。団体客を受け入れる際などに、情報

のやり取りや事前の調整が不足している。

・沖ノ島にまつわる決まりごとをもっと観光客に広く伝えていきたい。

・島には、世界遺産の構成資産以外の魅力がもっとある。特に北海岸あ

たりは案内すると喜ばれる風景もあるが、車での移動が難しい。

意見交換の成果

宗像市景観アドバイザー
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　大島地域は、福岡や北九州などの商業地が近く、とても恵まれた立地にあります。そういう

視点でみると、世界遺産登録に関して、もっと危機感を持ってもいいのではないかと思います。

　今日の議論を聞いていて、島のみなさんはいろんなアイデアややる気を持っているのに、行

政の仕組みがそれに追いついていないと感じました。また、島外の人を U・I ターンなどでど

んどん引き込んでいく仕組みづくりなども必要となります。

　景観条例などの話もありますが、美しい景観はみなさんが生き生きとした暮らしをした結果

として表れてくるもの。課題は山積ですが、次回以降、そのための議論をしていきましょう。

班ごとの意見発表の様子

【その他】

・島民からは市に対して、暮らしや観光に関することで「こんなことを

やってみたい」「こうしたらいいんじゃないか」という提案をしてい

るが、市がそのスピードに追い付いていないため問題が解決されてい

かない。島民の思いと市の問題解決のスピードに差がある。このスピー

ドの差は島の活性化の問題と直結している。


